
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

小林市立小林小学校  校長通信 

令和６年９月１３日  第５５号 （文責 校長 吉井秀一） 

℡:（0984）23-3510  E-mail:1401eb@miyazaki-c.ed.jp 

くすの木 

夏
休
み
明
け
早
々
に
台
風
の

襲
来
を
受
け
ま
し
た
。
動
き
の
読

め
な
い
台
風
10 

号
は
直
前
に
宮

崎
を
直
撃
す
る
コ
ー
ス
に
入
り
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
特
に
、
今
回
竜
巻
と
思
わ
れ

る
突
風
の
威
力
に
は
恐
怖
を
感

じ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に

は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
学
校
も
、
三
日
も
休
業

と
な
る
よ
う
な
異
例
の
動
き
を

し
た
台
風
で
し
た
が
、
今
後
も
こ

の
よ
う
な
災
害
は
、
珍
し
い
こ
と

で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

街
で
は
特
定
の
品
物
が
な
く

な
る
な
ど
混
乱
が
あ
り
、
私
も
、

コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
の
棚
に

商
品
が
並
ん
で
い
な
い
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
普
段
ど
れ
だ
け
不

自
由
な
く □

物
」
に
恵
ま
れ
て
い

る
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
日
頃
の

備
え
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と

反
省
し
ま
し
た
。 

被
害
は
大
き
な
代
償
と
な
り

ま
し
た
が
、
次
へ
の
学
び
と
し
て

肝
に
命
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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             前号と同じタイトルとなりましたが、今、宮崎県においてコロナの感

染者も少なくありません。一番の予防策は手洗いです。ご家庭でも声掛けをお願いします。 

感染予防を続けましょう



【参考】 

  宮崎県では今回大きな地震や台風災害を経験しました。そこで、災害が発生した際の 

子どもたちの心のケアについて専門家がまとめた資料が届きました。 

 災害発生時に限らず、日頃の子どもの変化に気付く視点として参考になります。 

 「いつもとちょっとちがう？」と思ったら、何らかのアクションが大切です。 

学校でも家庭でも、私たち大人が協力して子どもを見守りましょう。 

 

１ 子どもたちに現れる反応の例 

 

２ 心がけていただくとよいこと 

・ 子どもたちの状態にあわてず、落ち着いて対応してください。 

・ 子どもが話してきたときには、さえぎらずに最後まで話を聞いてください。 

・ 子どもが自分を責めるような言葉を口にしたときには、十分に受け止めてください。 

・ 子どもが話したがらないときには、無理に聞き出そうとせず見守ってください。 

・ 「早く乗り越えなさい」と言わず、子どものペースで落ち着いていくことを見守ってください。 

・ 身体の不調を訴えたときには、無理をさせず、ゆっくり休ませてください。 

・ 怖い夢を見る、夜中に目を覚ましたときには、安心させ 

てください。 

・ 保護者のそばから離れない、一緒に寝たがる場合には、 

年齢に関係なく、そばで一緒に過ごしてください。 

・ 「話をすることで楽になるよ。いつでも話をしてほしい。 

相談に乗るよ」と穏やかに伝えてください。 

・ いつも以上に甘える場合は、子どもが満足するまでスキ 

ンシップをとってください。 

 

これらは、大きな心理的ショックにより起こる子どもの自然な反応で、 
異常なことではありません。  

しかし、御家庭で子どもの様子に心配を感じる時や、それが長く続く 
場合には、御遠慮なく学校に御相談ください。  
                     「宮崎県学校緊急支援プログラムより」  

○身体的反応 

・食欲がない    

・頭痛や腹痛、体のだるさを訴 

える 

・「胸がドキドキする」「息苦し 

い」と訴える 

・寝つきが悪く夜中に目を覚ま 

す、怖い夢を見る 

○情緒的反応 

・いつもに比べて元気がない、不安そうにしている 

・いつもよりはしゃいでいる、テンションが高い 

・なんとなくビクビクしている  

・感情が不安定になっている 

・ちょっとしたことでもすぐに怒り出す 

・自分を責める 

・ぼんやりしていることがある、勉強に集中できない 

○出来事に関係するような反応 

・出来事のことをしきりに話題 

にする、または全く話そうと 

しない 

・テレビ等のニュースを見るの 

を嫌がる 

○対人的反応 

・誰とも話をしようとしない 

・一人でいることを怖がる、または嫌がる 

・保護者と一緒にいたがる、そばから離れよ 

うとしない 

学校では夏休みにこのようなポスターをつくりました 


